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地域ブランディング策定事業
（大井町駅周辺地区）

（平成２４年３月）

品川区都市開発課が、平成２０年度と２１年度
の２ケ年に渡って構築した「大井町駅周辺地区
まちづくり構想」の具現化にあたり、現在仮設定
となっている「まちの将来像」をより明確にし、東
京の表の玄関としてふさわしい、「都市型まちづ
くり」のモデル地区になることを目的として、民
意の代表組織である当法人が、主体的に地域
ブランディング事業に取り組みました。

駅前中央通りのアイデアコンペ
（平成２５年３月）

大井地区まちづくりの一環として、「人のあつま
る大井町駅前中央通りアイデアコンペ」を開催。
全部で５１作品の応募があり、第１次審査で選
出した８作品でのプレゼンテーションによる最終
審査を“きゅりあん”にて開催しました。

最優秀賞
芝浦工業大学工学部建築学科OMC
喫 [縁] 所〜分散する地域資源に目を向かせ、
つなげる、中央通りの提案



駅前中央通りの改善案の提案
（平成２５年１０月）

アイデアコンペで応募のあった５１作品をヒント
に、実現できそうな改善案を策定し、濱野区長
に提案しました。

《コミュニティの場づくりによる滞在性・回遊性を
高める改善策》

見直しのポイント

１．駅前中央通り：交通量の少ない環境を活かし
た改善を行なう（バリアフリー化・緑化推進・移
動型店舗の設置スペースなど）

２．駅前ロータリー：主にバスのＵターンや停留所
に使われているあり方を見直す（人が集える
広域の駅前広場の設置など）

３．立会道路：有効活用されていない公園と駐車
スペースを見直す（憩える空間・花見の場所等）

地域活動貢献型自販機の設置

防犯カメラ付き自販機を設置し、街の防犯に寄
与するとともに、自販機の売上金からの寄付に
より、地域の環境改善活動を推進しています。

東急電鉄支援
みど＊リンク事業

山中小学校の生徒による
プランター植替え作業↓

自動販売機は、平成２９年
６月現在で６台設置。
年約40万円のﾌｧﾝﾄﾞ収入

（平成２６年７月設置スタート）

山中小学校第２校庭での苗植
え作業風景

駅前中央通りの植栽での季節
の花の入替作業風景



駅周辺地区バリアフリー化提案
（平成２６年１０月）

品川区が設置した「大井町駅周辺地区バリアフ
リー計画策定協議会」に対して、中央通りの改
善案を含めて、いくつかの提案を提出しました。

①駅まわりの有効活用（アイデアコンペ案）
駅隣接場所に多目的広場をつくる

②心のバリアフリー化の強化
防犯カメラ・ソーラーパネル付き街路灯

③回遊性の向上
フリーＷｉ-Ｆｉ機能付き街案内版の設置

④多数の駐輪への対応
障害者や高齢者にとってバリアとなっている
駐輪対策として、地下駐輪場を設置

品川区が招集した「大井町駅周辺帰宅困難者
対策協議会」に、当法人から２名が委員（会長
と副会長）として参加し、防災対策に関わってき
ました。

平成２９年度で３年目を迎え、防災に寄与でき
るまちづくり計画の観点から具体的な提案を行
なって行きます。

大井町駅周辺帰宅困難者
対策協議会

（平成２６年４月スタート）



駅周辺地区まちづくり計画提案
（平成２７年７月・１２月）

大井町駅周辺地区まちづくり計画に関して、
２度に渡って、濱野区長に提案を行ないました。

①駅前中央通りのプロムナード化（再度の提案）
②駅前のイルミネーション設置（冬季）
③東急大井町線前のスロープ設置
④駅前交番の見える化対策
⑤Ｃ地区及び浅間台通りの防災上の改善策
⑥協働検討組織の設置

交番の見える化案 浅間台通りの改善案

東急大井町線のバリアフリー化 駅周辺地区の防災対策

駅周辺地区まちづくり協働検討会
（平成２８年７月設置）

大井町駅周辺地区まちづくり計画に関して、
品川区との協働での検討会を設置することで、
濱野区長の合意を頂きました。

スローガン：「地域のために」から「地域とともに」



大井町駅前交番のサイン表示

平成２７年８月２４日付で、大井警察署長宛てに
提出した「交番の見える化による犯罪防止の改
善に関する依頼書」に基づいて、平成２８年９月
１６日に取りつけられました。

（平成２８年９月設置）

駅前イルミネーション・点灯式

品川区が、都市活性化拠点に位置付けられてい
る大井町を盛り上げていくために、予算を捻出し
て実施。点灯式を当法人が企画運営を担当し、

山中小学校の合唱隊や立会小学校の金管バン
ドによる式典を実施。

（昭和２７年１１月スタート 平成２９年で第３回）

山中小学校合唱隊 立会小学校金管バンド


